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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、社会における人間の意思決定能力である善悪判断の心理学的メカニ
ズムを解明し、効果的な支援方法を開発することであった。発達障害についてのハンドブックにおいて、
「Cognitive, Emotional, and Moral Decision Making in Adolescents and Adults with ASD.」という章を単
著で執筆し、自閉スペクトラム症児者の意思決定や善悪判断について展望した。心理学評論誌において、「ここ
ろの多様な現象としての共感性」という展望論文を執筆し、自閉スペクトラム症、アレキシサイミア、サイコパ
シーそれぞれの共感の問題について考察を行った。

研究成果の概要（英文）：At first, I investigated cognitive decision making in children and adults 
with/without Autism Spectrum Disorders (ASD). Second, emotional decision making in children and 
adults with/without ASD was discussed. Alexithymia traits and interoception have an important impact
 of emotional decision-making. Alexithymia is characterized by difficulties in recognizing emotions 
from internal bodily sensations. Alexithymia frequently co-occurs in individuals with ASD (50%; 
Hill, Berthoz, & Frith, 2004; Shah, Hall, Catmur, & Bird, 2016). I studied the effect of 
comorbidity, such as ASD with alexithymia traits, on decision making processes. Third, moral 
decision making was investigated. Individual differences were examined by comparing children with 
ASD. Finally, I proposed support program for decision making enhancement for children and adults 
with ASD.

研究分野： 教育心理学、認知心理学

キーワード： 共感性　道徳　善悪判断　自閉スペクトラム症　非定型発達
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研究成果の学術的意義や社会的意義
善悪の判断は、歴史的に、哲学、経済学の分野で議論されてきた問題である。アダム・スミスは、「道徳感情
論」の中で、道徳感情である利他心と、人間の利己心について議論をしている。道徳判断の研究は、人間の意思
決定や発達過程を明らかにする心理学的実験手法 (ブルーム, 2015; 唐沢, 2013)、脳の機能や構造を検討する
脳科学的手法を用いて解明する試みがなされている (Decety & Wheatley, 2015; 金井, 2013)。したがって、善
悪判断の研究分野は、善悪といった価値の判断についての哲学的側面と、人間の行動原理を解明する科学的側面
の両方が必要な学際的な検討課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
善悪の判断は、歴史的に、哲学、経済学の分野で議論されてきた問題である。たとえば、アダ

ム・スミスは、「道徳感情論」の中で、道徳感情である利他心と、人間の利己心について議論を
している (Smith, A. (1790/2011)。近年では、道徳判断の研究は、人間の意思決定や発達過程を
明らかにする心理学的実験手法 (ブルーム, 2015; 唐沢, 2013)、脳の機能や構造を検討する脳科
学的手法を用いて解明する試みがなされている (Decety & Wheatley, 2015; 金井, 2013)。した
がって、善悪判断の研究分野は、善悪といった価値の判断についての哲学的側面と、人間の行動
原理を解明する科学的側面の両方が必要な学際的な検討課題である。「人間の本性とは何か」が、
研究課題の核心をなす学術的「問い」である。 
 
２．研究の目的 
 
人間の本性に関連する重要なテーマを、教育心理学的実験技法、認知科学的研究手法、発達精

神病理学アプローチに基づいた多面的な観点から検討する。従来の研究では、ある特定の年齢を
対象とし、発達障害の児童などに対して行動の観察や面接法によって記述したものが多かった。
本研究課題では、申請者および研究協力者の卓越した研究手法・研究協力体制を駆使して、幅広
い年代の自閉スペクトラム症児童および成人、冷淡・無感情特性が高い児童およびサイコパシー
特性の高い成人、高齢者を対象として、認知メカニズムの解明と得られた基礎的知見に基づく支
援をめざす。独創的な点は、善悪判断という主観的な問題に関して、多様な共感性を持つ人物を
対象に検討をする点である。万人にとって絶対的な善悪がないのであれば、ある事象に対して善
である、あるいは悪であると考える際の個人差を明らかにすることは、人間の相互理解を促進す
るために重要であると考える。 
創造性として、第一に、自閉スペクトラム症児は定型発達児とは異なった方略で他者の善悪を

判断していることを示唆し、道徳教育および児童のいじめ防止プログラムの開発に有益な知見
を提供できると考える。第二に、児童を対象にした研究では、共感性育成トレーニングの開発に
寄与し、成人を対象にした研究では、サイコパシー特性が高い成人が持つ認知的共感を用いて、
情動的共感を代償するトレーニング法を開発できる可能性がある。第三に、高齢者に対する詐欺
被害防止に重要な知見を提供できる。高齢者が持つ善悪判断における認知的能力の低下の脳神
経メカニズムが明らかになれば、詐欺被害を抑止するプログラムの開発に貢献できると考える。 
 
３．研究の方法 
 
自閉スペクトラム症の児童を対象として、心理実験を用いて善悪判断の方略を解明する。物語を
用いて仮想状況を設定し、登場人物の善悪がいかに判断されるかを検討する。登場人物が行った
行動の結末が、善意あるいは悪意のどちらに基づいて起こされたのかを検討する。 
 
1) 太郎君は(お母さんのお手伝いをしようとして)テーブルを片付けていた。 
2) 太郎君は、(こっそりつまみ食いをしようとして)戸棚によじ登った。 
 
「太郎君は、コップを割ってしまった。」という結末が同じネガティブなものであっても、1)と
2)では、結末文の善悪の判断が異なると考えられる。2)の文脈を与えるほうが 1)の文脈を与え
るよりも、結末が悪いと判断されると考えられる。自閉スペクトラム症児は、明示された意図に
基づく人物判断には優れるが、暗示された意図の判断には困難を示すと考えられる (子安, 
2009)。たとえば、(お母さんのお手伝いをしようとして)といった情報が与えられた場合におけ
る善悪判断では高い正答率を示すのに対し、情報が与えられず推論が必要な場合における善悪
判断の正答率は低いと予想する。この結果は、自閉スペクトラム症児は登場人物の善悪を、観察
可能な行動に基づいて判断する傾向があることを示す。自閉スペクトラム症児は定型発達児と
は異なった方略で他者の善悪を判断していることを示唆し、道徳性の教育に有益な知見を提供
できると考える。 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果を、下記にまとめ、2021 年 11 月に出版した。 

Khemka, I. and Hickson, L. (Eds.) Decision Making by Individuals with Intellectual and 
Developmental Disabilities: Integrating Research into Practice (Positive Psychology 
and Disability Series) 
「Cognitive, Emotional, and Moral Decision Making in Adolescents and Adults with ASD.」
という章を単著で執筆し、自閉スペクトラム症児者の意思決定や善悪判断について展望した。 



 2019 年 11 月には、心理学評論誌に「こころの多様な現象としての共感性」という展望論文を
執筆し、自閉スペクトラム症、アレキシサイミア、サイコパシーそれぞれの共感の問題について
考察を行った。 
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